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（１）予算のポイント

◆予算編成にあたっての背景・課題

◆予算編成の考え方

◆予算編成で重視した取組

※電気自動車を利用したカーシェアリング事業の仕組み。

○普通乗用車タイプの電気自動車を利用したカーシェアリングの実証実験をします。
　２台購入し、うち１台は平日の昼間は公用車として優先的に利用します。
○公共事業における公衆トイレ設置への指導及び民間事業者のトイレ協力店とのネット
ワークづくりや公衆トイレ情報の提供（マップの配布・ＨＰ・広報での周知）などを行いま
す。
○焼却施設共通機器改修工事・航空障害灯更新工事を行います。
○市民に毎年配布している『資源とごみの収集日程表」を、より見やすく、わかりやすい
収集地区ごとのカレンダー形式に変更いたします。

○近年、地球温暖化対策に対し、国や都においても積極的な取り組みが進んでいるとこ
ろです。町田市では『環境先進都市の創造』を目指し、様々な取り組みを行っています
が、更なる環境負荷の低減を進めるためには、市民の協力が必要不可欠です。
市民が『実感』し『みえる』施策として、電気自動車（ＥＶ）を導入し地球温暖化対策を考え
るきっかけを提供します。
○本来公衆トイレは、公共施設はもちろんのこと、中心市街地や駅前広場・公園などの人
が集まるところには必要不可欠の施設です。設置する地域の特性や目的に配慮した公
衆トイレの設置が求められています。
○清掃工場は築後２８年が経過し設備の延命計画等により運転しているのが現状です。
今後の清掃工場のあり方について検討を始めます。

○現在改定中の『町田市環境マスタープラン』の中でも、地球温暖化対策について検討し
ていますが、市民が実際に環境に対する　市の政策を実感できる取り組みとして、電気自
動車（ＥＶ）を導入し、カーシェアリングにより市民に体験してもらうこととしました。
○平成２１年度に策定した地域の特性や目的に配慮した公衆トイレの基本的な考え方に
基づき、行政が設置するだけではなく、市内商業施設などの民間トイレの活用を進め、
『市民や来訪者がいつでもどこでも公衆トイレを利用できる環境づくり』を推進します。
○清掃工場施設延命のための修繕・工事等を計画的に実施します。

環境資源部
平成22年度（2010年度）6月補正予算案の概要

委託契約

町田市 事業者

市民
（ユーザー）

申込・会員登録・予約・料金支払い

ＥＶ・充電器利用
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（２）6月補正予算総括表

一般会計 （単位：千円）

款 項 補正前の額 補正額 合計

4 衛生費

1 保健衛生費

4 環境衛生費 144,225 2,804 147,029

5 公害対策費 78,428 27,872 106,300

3 清掃費

2 廃棄物処理費 3,140,601 61,906 3,202,507

3
リサイクル推進
費

1,758,656 6,411 1,765,067

4 し尿処理費 29,004 0 29,004

5
廃棄物処理施設
整備費

308,282 0 308,282

11 災害復旧費

3 厚生労働施設災害復旧費

1
衛生施設災害復
旧費

2 0 2

合　　計 5,459,198 98,993 5,558,191

環境資源部予算（一般会計）財源内訳 （単位：千円）

予算額 国庫支出金 都支出金 市債 その他 一般財源

5,459,198 0 214,762 109,200 2,253,416 2,881,820

98,993 0 27,872 0 50,000 21,121

5,558,191 0 242,634 109,200 2,303,416 2,902,941

廃棄物処理施設運営費

合計

補正前の額

補正額

ごみ減量対策費

補正の内容目

公衆トイレ計画推進費

総合環境計画策定事業費

環境資源部
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（３）事業の説明

一般会計                                              款 4 項 1 目 4

6 公衆トイレ計画推進費 千円

担当 環境保全課 予算書　23ページ

財源内訳

主な事業費

公衆トイレ計画推進業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　2,804千円

環境衛生費

2,804

2,804

　公共事業における公衆トイレ設置への指導及び民間事業者のトイレ協力店とのネットワー
クづくりや公衆トイレ情報の提供（マップの配布・ＨＰ・広報での周知）などをおこないます。

その他 一般財源国庫支出金 都支出金

0

市債

0 0 0
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一般会計                                              款 4 項 1 目 5

5 総合環境計画策定事業 千円

担当 環境総務課 予算書　23ページ

財源内訳

主な事業費

電気自動車購入費（２台）　　  9,600千円

カーシェアリング運用委託費　 3,072千円

充電器設置工事費　          15,200千円

公害対策費

27,872

その他 一般財源

電気自動車（ＥＶ）は、現時点では走行時にＣＯ2を排出しない唯一の車両です。この電気自動
車（ＥＶ）を導入し、市と市民によるカーシェアリング（車の共同利用）の実証実験を行い、ＥＶ
の実用性や環境負荷に与える影響などを検証します。
ＥＶは１２月発売予定の普通車タイプを２台購入し、事業開始は平成２３年１月を予定。充電
設備は本庁舎周辺と市内のもう１箇所に設置予定です。
カーシェアリングは専門事業者に委託して行います。

00

国庫支出金 都支出金 市債

0 27,872 0

環境資源部
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一般会計                                              款 4 項 3 目 2

2 廃棄物処理施設運営費 千円

担当 清掃工場 予算書　25ページ

財源内訳

主な事業費 焼却施設共通機器改修工事 27,189千円

航空障害灯更新工事 28,347千円

0 0 50,000

廃棄物処理費

61,906

11,906

　焼却施設共通機器改修工事、航空障害灯更新工事、３号焼却炉炉内圧調整機修繕等
を行います。

その他 一般財源国庫支出金 都支出金 市債

0

可燃
かねん

ごみクレーン

粉砕機
ふんさいき

ごみ

機械室
きかいしつ

操作室
そうさしつ

中央
ちゅうおう

電気室
でんきしつ

砂
すな

ていりょうきょうきゅうき

ごみ定量供給機

操作室
そうさしつ
クレーン

操作室
そうさしつ
クレーン

ホーム

プラット 可燃
ごみピット

かねん

ふんさい

粉砕
ごみピット

粉砕
ふんさい

ごみクレーン

砂

煙突

不燃物コンベア
ふねんぶつ

減温塔
げんおんとう

（バグフィルター）

集じん装置
しゅう そうち

ダスト搬送コンベア
はんそう

しょうきゃくろ

焼 却 炉

すな

磁選機
じせんき

ダスト

（灰）
はい

燃え
ない

も

鉄
てつ

誘引通風機
ゆういん つうふうき

えんとつ

すな はいしゅつき

砂排出機
砂分級機
すな ぶんきゅうき

ボイラ

焼却施設共通機器改修工事
エプロンフィーダ（コンベヤ）Ｂ
系が老朽化のため一部部品
の交換を行います。

航空障害灯更新工事
障害灯（飛行する航空機に対しての存在
を示すために使用される赤色、白色の電
灯）の更新を行います。

（焼却設備処理フロー図）
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一般会計                                              款 4 項 3 目 3

1 ごみ減量対策費 千円

担当 ごみ減量課 予算書　25ページ

財源内訳

主な事業費 資源とごみの収集日程表印刷

資源とごみの収集日程表全戸配布委託

リサイクル推進費

6,411

6,411

　これまで一覧表で作成・配布していた「資源とごみの収集日程表」を、より見やすく、わかり
やすい収集地区ごとのカレンダー形式に変更します。各戸への配布はこれまでどおり９月初
旬からを予定しています。

その他 一般財源

1,757千円

0

4,654千円

国庫支出金 都支出金 市債

0 0 0

1番地区　資源とごみの収集カレンダー

６月

日　月　火　水　木　金　土

　　　　１　２　３　４　５

６　７　８　９　10　11　12

13　14　15　16　17　18　19

20　21　22　23　24　25　26

27　28　29　30

環境資源部
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